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1 はじめに 
 湖北方言は滋賀県湖北地方 (地図１：琵琶湖の北東部、現在の長浜市、米原市) で話され
ている日本語の方言である。この方言は特徴的な待遇表現を持つことや、いくつかのアク
セントが混在していることなどから県下でも特異な方言と位置づけられてきた (井之口












地図１ ：滋賀県湖北地方 (脇坂 2015)  
 
                                                     
1  本稿の執筆にあたり鈴木博之氏、山田真寛氏より多くの有益なコメントをいただいた。また植田
尚樹氏、千田俊太郎先生より多くの助言をいただいた。ここに記して感謝申し上げる。 
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居住している 2004年現在 84歳の男性 (以下 (A) とする) 、と 82歳の女性 (以下 (B) とする) 




















                                                     


















れ」などとはかなり言いにくい。」 (森山 1999 : 43) といった制限や語末のイントネーショ









表 1 ：湖北北部方言動詞の命令形 
活 用
型 
終止形 命令形語幹 命令形接辞 アクセントパターン 
五段 読む #yo[m-u #yo[m- -e アクセント型とモーラ数
による ( 表 2)  
 一段 起きる #oki-[ru #o[ki ]-yo3 
 
-2型 
サ変 する [[su-ru 
[[se]- -e 
[[si- ]-yo 
カ変 くる #ku-[ru [[ko]- -i 
クレ くれる [[kure-ru 
[[ku]r- -e 
#oku[r- -e 0型 
 







核があることを示す。サ行変格活用 (サ変) 、カ行変格活用 (カ変) のほかに、動詞[[クレル
は、一段活用型の活用をするが已然形と命令形において一段動詞と異なる [[クレ (已然形)、 
[[ク]レ (命令形) という活用形を取り、命令形にのみ丁寧さを示す接頭辞「オ」が付いた #
オク[レがある。接尾辞のヨ (以下 -yo とする) は必ず直前に核を取るので ]-yo と表記し、
変格活用の下がり目は語彙的な核とみなして語幹に ] を付ける形とした。 
五段動詞は 子音語幹に命令形接辞の -e を取り、アクセントパターンは下記の表 2 のよ
うに語頭のアクセント型 (低起式・高起式) とモーラ数によって決まる。一段動詞と変格動
詞は原則として-2 型である。一段動詞は母音語幹に命令形接辞の -yo を取り、アクセント












アクセントパターン 例  
低起式 
2 0型 #to[re     取れ 
3,4 -2型 
#a[so]be      







#aruki[to]ose   




2 -2型 [[i]ne        往
い
ね  ( 帰れ) 





は-2型 4。それ以外は-2型  
[[miya]bure    
[[miyabu]re 
















に対して用いることが多い。 (1) 、 (2)  は五段動詞の命令形である。 
 
                                                     




 (1)  [[イヤ]ナラ  [[オ]ケ 5 
嫌なら捨て措け ( 嫌だというなら勝手にしなさい) 
 
 (2)  ＃ワタシワ [[シラン]シ  #オ[ジ]ーチャンニ  #カイテ[モ]ラエ  (B)  
私は知らないのでおじいちゃんに描いてもらいなさい 
 





一段動詞は (3) のように接尾辞の -yoを取る。また (4) のように、終止形が低起式 2モー
ラの#ミ[ル、＃デ[ルであっても命令形接辞の -yo の前ではアクセント核を取るため、語頭
は高起式になる (脇坂 2015) 。 
 
(3)    [[ハ]ヨ ＃オ[キ]ヨ 
早くおきろ 








ただし筧 (1962) には「湖北では「コーェ」[koi → koé → ko:é]の形がある。」 (筧 1962 : 
181) という記述があり、これは現在も観察されることがある。この方言では /oi/ が /e:/ と
なる例は見られず、「細い」/hosoi/～/hosoe/、「樋」/toi/～/toe/ など /oi/~/oe/ の交替が現れ
る場合がある。 
 
 (5)    [[ハ]ヨ [[セ]ー / ？[[シ]ヨ 
早くしろ 
(6)    [[ハ]ヨ [[セ]ーイヤ /  [[シ]ヨイヤ 
早くしろよ 
                                                     
5  この表現と同様の意味で決まり文句として「嫌ならオケソクもったいない」という囃しことばも










クレ ( ＜シテオクレ) は、2015年現在でおおよそ 70代以上の高齢層では男女を問わず極め
て生産的である。テ形複合動詞となる場合は、シテクレに関しては形態音韻的な切れ目の
位置がシテ・クレ、とシ・テクレ、の二通りに捉えられるため、命令形アクセントにもゆ










(8)  (子守唄) うちの○○はよい子でござる、みんなよい子と呼んでおくれ 
 




(9)  #コラエ[テ]クレ、#コラエ[テ]クレー [[チュ]ーテ [[ヨ]ー [[ナイテル [[コーガ 
[[ギョ]ーサン #アッ[タ]ガナ  (A)  
  許してくれ、許してくれと言ってよく泣いている子がたくさんいたではないか 
(10)  [[ク]チョーサン [[ト]コエ [[ス]マン [[ケ]ンド #モー [[チョ]イト #マッ[ト]クレー 




























いる (森山 1999、牧野 2009ほか) 。井之口 (1952) はこれを連用命令法と称し、以下のよう
に述べている。 
 
普通の命令の他に、たとえば「買イー」 (「お買い」の意) 、見ー (「お見」の意) のように、
動詞の連用形を、親しい間柄または同輩以下に対する親愛的な命令をあらわすのに用いる。な
お上方ではこの連用命令法を近世後期以降用いている。 











                                                     












表 3 ：命令形命令と連用形命令の使用者の男女別分布 








る。アクセントは活用型に関わらず語頭の式により、高起式であれば  (11)  のように平板
に、低起式であれば (12) のように連用形接辞の -i または -e を含むモーラの前でピッチが
上昇する。 
 
(11)   ＃コッチ [[キー 
           こっちへおいで 
(12)   ＃ク[ス]リ ＃ノ[ミ 





するならば、アクセントは  (13)  のように平板になるはずである。しかし実際には (14) の
ように-2型の命令形アクセントの形式しか現れない。 
 
(13)   *＃ワタシ[ニ]モ[[クレ 
          私にもくれ 
(14)   ＃ワタシ[ニ]モ[[ク]レ 
        私にもくれ 
 
しかしテ形複合動詞においては、 (15) - (18) のような例が観察される。 
 
(15)   [[チョ]ット[[ミテク]レ/ [[ミテ]クレ 
         ちょっと見てくれ 
(16)   [チョ]ット[[ミテ]ク[レ 




(17)  [[チョ]ット[[ミ]トクレ/ [[ミト]クレ 
         ちょっと見てくださいな 











オクレ、トクレ ( ＜テオクレ) が使用されたと考えるとアクセントパターンに合致する。
テ形複合動詞のテオクレ (teokure) には eoの母音連続のうち、eが落ちる場合と oが落ちる
場合があり、後者の場合に母音の o は落ちてもアクセント単位境界での低起式が残り、連
用形命令のシテ#オク[レ → シテ]ク[レの形式になったと考えることができる。e が落ちる
場合は命令形命令は (17) に、連用形命令は (18) になる。 (16) は (18) の変異と考えること










(19) #シバ[オ #オ[ー]テ #ドー[カ [[コー]トク[レ [[チュ]ーテ #モッテカ[[ハル #ワ
[ケ]ヤ     (A)   
柴を背負って どうか買ってくださいなと言って 持っていかれる訳だ 
 
森山 (1999)  は京都市方言において「何もつかない連用形をゼロ連用形命令、「テ」に
よる連用形の命令をテ形命令と呼び、両者を連用形命令として一括したい」 (森山 1999 : 






の世代になるとテ形命令もさかんに見られ、ニュアンスは (20) - (21) のように依頼になる。 
(20)  #ホッ[チ  #カイ[テ 
そちら側を持ってください ( 重いものを持ち上げる時) 
(21)  [[ア]レマー、#コラエ[テ/ [[コラエテ 11、 [[コンナニ [[セントイテ 
あれまあ、許してね、こんなにしないでね 








    
(22) [[ミテ]ミ / [[ミテミ]ヨ 
      見てみろ 
(23) [[ミテミ / [[ミテミー 
         見てごらん 
 











          見てみろ 
(25) [[ミテ＝ミ↑ 
              見てごらん 
 
                                                     



























(26) [[モー  [[シモト]クレ [ヤ]ス  
      もう仕舞ってください (まだ仕事をしている人に終わることを促す) 
 
(27) [[モー [[シモ]トク[ナ]ーレ/ [[シモ]トクナ[イ 
                もう仕舞ってください 
 
(28) はシマウの未然形に待遇価が話者と同等か低く親しみのある相手に対する接尾辞の[ン
ス・[ヤンス (-(j)ans-) 12の命令形 [[ヤ]ンセが後続した形式である。本稿で扱っている変種
では語末音節にs/hの交替がある 13。 (26) - (27) に見られる聞き手に対する敬意の標示はな


















(29)  #シ[ズ]カニ [[シテ]ヨ 
静かにしていろ 
(30)  #シ[ズ]カニ [[シテテ 
静かにしていて 
(31)  #シ[ズ]カニ [[シト]レ 
静かにしていろ 
 
(29) は共通語では「静かにしていろ」であって「静かにしてよ」ではない。 (30) は「静
かにしていて」に当たる。また待遇表現とアスペクト等を標示する接尾辞トルを用いても 










(32) #ハヨ [[イッテ]マエ 
早く行ってしまえ 
(33) #ハヨ [[イッテマイ 
早く行ってしまってね 
(34) #ハヨ #クテ[マ]エ 
早く食べてしまえ 






(33) のように[[シテマイに、低起式であれば命令形命令は (34) のように#シテ[マエ]、連用




止形接辞のル -ru- はナ -naの直前で ru ~ n ~ φの交替を示す。 
    
   (36)  [[アケ]ルナ /  [[アケ]ンナ/  [[アケ]ナ 
        開けるな 
 
子音語根動詞では、-n- や (-φ-) - na が後続することは音節構造上できないため、五段活
用では（37）の例に見られるように、原則としてそのような交替はない。ただし、語根末
が r で終わる子音語根動詞については、(38)のように-n-na の形式をとることができる。語
根末の rが接尾辞の -ru- と接続する際に接辞の初頭子音が脱落し、語根末の rが接辞の一
部と再解釈されて交替が起きたと考えられる。 
 
(37) [[サガ]スナ / * [[サガ]ンナ/  *[[サガ]ナ 
     探すな 
(38) [[サガ]ルナ /  [[サガ]ンナ/  *[[サガ]ナ 
     下がるな 
 




          開けないで 



















(43) #ミル[[コ]ト [[ナ]ランホン 





(44)   #ミル[[コ]ト [[イランホン 








(45)   #ミントイ[テ]クレ/#ミントイ[テ 






(46) #ヨマ     サ  ン     ト  イ        トクレ    
           読む  使役 否定 助詞 アスペクト 待遇・命令    
       読ませないでください 
(47) #ヨマ サ   ンス  ナ   イヤ 
           読む 使役 待遇 禁止 終助詞 
























 湖北方言の命令文に付く終助詞には 以下の(48) – (52) に見られるものがある。 
 
(48)  #ヨ[メ]イヤ 
読め (ほぼ男性専用)  
(49)  #ヨ[メ]ノ 
読みなさい (ほぼ女性専用)  
(50)  #ヨ[メ]ヨ 
読めよ (命令を確認している)  
(51) #ヨ[メ]イネ/#ヨ[メ]イナ 
読みなよ (強い奨励でまだ読んでいないのかというニュアンスもある)  
(52) #ヨミ[ヤ/#ヨミ[ナ 












表 4 ：命令文に後続する終助詞と先行できる文のタイプ 
先行形式 例 イヤ ( イ) ノ ヨ イネ イナ ヤ↑14 ナ↑ 
命令形命令 読め ○ ○ ○ ○ ○ × × 
連用形命令 読み × × × × ○ ○ ○ 
テ形命令 読んで × × × × ○ ○ ○ 
シテクレ形 
読んで




せ × ○ × ○ ○ × × 
シトレ形 
読んど
れ ○ × ○ × × × × 
シテヨ形 
読んで
よ ○ ○ ○ ○ ○ × × 




といて × × × ○ ○ ○ ○ 
先行する文 例 イヤ ( イ) ノ ヨ イネ イナ ヤ↑ ナ↑ 
疑問文 
 読むか ○ ○ × ○ ○ × 〇 
反語文 
 読もか ○ ○ × ○ ○ × × 
意向形 
 読も




読む × × × × × × ○ 
 
表４に見るとおり、湖北北部方言の命令文に後続する終助詞には (1) 命令形命令に後続









                                                     
14 イヤ、イナと紛らわしい形態を区別するため、上昇調のイントネーションを付す。 
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